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動作3
(定8){動ラン作子のィ環ン織ヴ毘ー妙掴イ要ト素}‘は.ほとんどが観賞的伝ものであり.位置の衛
}到違点の措定1:.轄子ィ勘カ{世界と由かかわり由置
化)の岨樟化に世立つ.風景の置化率{オプ子 ルフロ )ーは、動作の
方向と直置網望に位立つ. ~化率の畢知!念、自動的右手週働制醐回路と
なる.物との惜植は糊にJjl遣するまでの連虚聞聾‘"に触れるさいの
身体体鯵回予納制困.カ畢の予矧101闘に瞳立つ.(9)自分自身の動作
のイメ ジをもち拡がら.動作t草場と動作創聞に活用する.これは綬特に
動作制御の変微をーつ唱やしていることである.
動作の記憶1
個々の動作醐躍で.少しうま〈実行できた.と感じられる場合にlふ同じ
動作の連置を衰えることができるかどうか.ことに動作を理くすることがで
きるかどうか‘軍〈した渇倉に身体向感が感じ取れるかどうか.感じ取れ
れ1:.1.2分置いて、その動作の事触を哩起してみる.向串がそれとし
て怒じ取れるまでに、健常舎で0.3紗櫨置かかる.この畢触が動作.. 1闘
の手露骨かリと怠る.盟起1:.向かを思い出すだけではなι思い出すこと
をつうじて経腫を組鎗化し.経駿の局面を変える.それによってその桂瞳
を配tIにi1:もやすくする.理起とI志向面化の働きである.記憶されたもの
と想起されたものが同じであることは.ありえないことである..置とは.
この吻合・き温みまでの場所の総得の働きのことである.1陸自信とはこの
渇合、陣聞を酬〈幽きのことである.
健:11:成人の場合.過去の副作の感触が残っていることが.過である.ま
た陣審後の動作のE慢のうちうま〈動作できないことの『畢触の但憧ム
飢餓られがる巨可介能だ性っにた付こときの値rわ畢れ憎てのい配る憧OJのように、つねに余分右手記憶に妨
It 
室聞の記憶
場所と位置のE健{ランデイング・サイトのE偉)は移動勘作にとって軍
要である.空間的鍋恨の留畑的指定は.通常健常者では自己と世界の
かかわりの行為を組織化する.このかかわりの行翁が怠んらか由理由で
硲成されていむい鳩舎には‘『ランディングサイト聾失IIJ(人見直理)と
怠る.成人後車者では、『わかつてはいるが、でき広いJ状週露である.
位置の配憧というとき何を想起しているのか.空間的な塵領の位置の
盟起であれ1:.相対的伝指標を盟起しているだけである.その位置から
見える思量の理起であれば、飽知的パ スペクティヴを理起しているだ
けである.且費の1m‘且量目轄り行曹の盟起であれば、身体格動感lζ
遭勘させることができる.眼前の特定の位置箔定行為の哩融であれば
物や雀界とのかかわりの想起である.
動作の疾患
勘作の管業11ま.筋断裂の織舎でも、阻繍悔の渇舎でも、身体向畢の欠
革が量夫要因だと思われる.晶体師位をそれとして串じ取るZとができな
い.感じ取ろうとしても感じられはい、感じるということがどうすることはの
かが分からない.綜彊が鎗〈はり畢じるということが作動しはい.思じられ
るところだけを無理に活用すると.セラピストからただちに違憲を畳ける.
分自しでは.ご<-81の身体向径の残るところを活用すると力学的伝振り
回しになるだけである.1面復車の場合.身体向畢の再形成1:.少なくても
5、6年単位の理置であり.必要伝勧作目務成に割り当てられる3か月.
半年という治飯島単位とlまオーダーが異伝っている.セラピストから伺が起
ぎているのか.伺が必要であるのか聞かされれば理解はできるが.それ
がどうする寧なのかが分から怠い.
またこれらは記憶の欠落で!手伝い.感覚そのものの欠鍋1ふ二次的に多
〈の臨圃を残す.動作剛織を行い‘向惑の欠落があると.容易にl左記憶
に落色ない.lII!日もその聖日も‘またーから聞輔の開始である.どこの局
薗でletlに落ち始めるかi率、いつもE実行値観である.
動作の記憶2
勘作を行うさいに.過去の動作を忽起するように但してみる.二のとき阿
が懲起されているかが、間姐と怒る.昨日の動作の渇語を思い起こして〈
ださいと富って、想起してもらうとき、何が想起されているのか.思い起こ
すさいに、何を思い起二しているのか聞〈ニとも必軍である.
昨日の勘作の像であれば.イメージの盟起と岡じで.動作の制醐変般を
婚は適やEしてaい，康る被だがけ必に裏伝でるあ.(る知.買)の過集中華解除する効累を伴う.動作に
勘作の感触{にこなんるなl感l置引動を幅想の起Iし強て.いるさいには.田豊董磁をさらに形成
していること . 遭択腹の担分化.
勘作にとも本う賠彊軍がおのずと理起されている場合には、車I1解除が
必要と4よる.この場合.愈搬は既暗弛緩のラインに多〈由段階を作り、時
強{集中置)を一つ申掴畳夜散として活用する滑所である.
